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学び 
キャリアと

人事パーソンに聞く

私の

学問的なアプローチを学ぶことで
人事の実務は楽になる

佐々木由美子さん（アークコミュニケーションズ）
第　　回７

という仕事に興味をひかれ、翻訳の勉強をしながら、
翻訳会社に登録をしました。ある日登録をしていた会
社から、翻訳コーディネーターのヘルプで1週間ぐら
いアルバイトに来てくれないか、と声がかかったの
が、いまの会社の前身のアイディーエスでした。
　当時、10人に満たないくらいのスタートアップに
近い会社で、結局そのまま正社員になり、翻訳のディ
レクションを担当し、その後Web事業の立ち上げに
かかわりました。Webサイト制作の経験はなかった
のですが、SEやっていたならWebサイトもできる
でしょう、の感じでスタートしました。当時は、まだ
業界も若かったので、できたことですね。
　その後、結婚して子どもを産み、産後４カ月で仕事
に復帰したのですが、無理をしすぎてしまい、体力が
もちませんでした。そのとき、たまたま夫が中国に赴
任することになったので、いったん退職して、家族で
北京に行くことにしました。その間に、元いた翻訳の
会社が分社化しまして、日本に戻るタイミングで、分
社した会社に管理部門の担当として戻ることになりま
した。それが現在の勤め先のアークコミュニケーショ
ンズになります。ここから、私の管理部門でのキャリ
アが始まることになりました。

管理部門で会社の拡大を支える
　私が管理部門で仕事に復帰した当初、分社化からす
でに１年がたっていて、事業は拡大期にあり、やるべ
きことが増えていきました。当時、派遣事業部の部長
も兼任していたのですが、派遣法の改正も控えてお
り、法律面でも不安な部分がありました。それまでは、
過去のやり方を踏襲し、わからないことは代表の知人
を頼ったりしていましたが、やはり弁護士などの専門
家の力を借りないとやっていけないという状態になっ

　本連載では、企業で働く人事パーソンに、これ
までのキャリアや学びについて語っていただきま
す。人事のプロフェッショナルをめざして、どの
ような経験を積み、学んできたのでしょうか？　
第７回目は、アークコミュニケーションズの佐々
木由美子氏にお話をうかがいました。
�

SEとしてキャリアをスタート
　私が大学生だったころは、まだ、キャリアについて
考えることもないような時代でしたが、学生時代に多
くのアルバイトを経験してみて、「ずっと机について
事務仕事をするのは性に合わない」と思っていまし
た。そんなとき、システムエンジニア（SE）という
職種があることを知り、大手電機メーカーにSEとし
て就職しました。入社から半年間は研修期間で、新入
社員全員が机を並べて、SEとしての基礎的なところ
から学びました。友人も得ることができて、よいキャ
リアのスタートをきることができたと思っています。
　最初の配属先では、インストラクターとして、お客さ
まにシステム導入の支援をする仕事を担当しました。
いろいろな業種の方に出会えて、面白かったですね。

立ち止まって、キャリアについて考えた
　SEとして10年ほど勤めたころ、ふと、自分の人生
このままでいいのか、と考えてしまいました。あまり
にも忙しく、このまま仕事を続けている自分の将来の
イメージが描けなくなってしまったんですね。そこ
で、リセットしよう、と思いきって退職を決めました。
　いま思えば非常に安易でしたが、英語が好きでIT
業界の経験があるなら、翻訳の仕事をしてみたら、と
言ってくださった方に出会い、フリーランスの翻訳者
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だと思っていたのですが、多くの人が提示してくれて
いる解決策、アプローチを学び、実践することで、こ
んなにも楽になるのだとわかりました。

これからの人事の仕事には ITを
　当社は規模が小さく、経営的にも自由がきく会社な
ので、こういうふうにやりたい、と思ったことをほぼ
自分ひとりで制度化したりできます。
　社員のためにと思ってやったことも、感謝されるこ
ともあれば文句を言われることもあります。全員の顔
がみえる規模の会社ですからわかりやすいですよ。こ
んなにがんばったのに不満に思う人もいるのか、と思
うこともありましたが、いまは何をやっても文句８割
感謝２割で、２割の人に感謝されれば合格点だと思っ
ています。
　今後は、ITを使って人事の仕事を変えていきたい
ですね。たとえば、コロナで社員の体調管理が必要に
なったとき、メールで報告を受けるのか、データベー
スを作って権限設定をして管理するのか。ITを使う
ことで、情報共有もできるようになり、無駄な仕事も
減ります。手作業でやっているような人事の仕事をな
るべくITを利用して効率化し、もっとクリエイティ
ブなことに時間を使えるようにしたい。ITを楽しく
活用して、できることならば会社の全員が、自由に
ITでものを作ることもできるようにしたいのです。
　SEからスタートし、まさにプランド・ハップンス
タンス（計画された偶然）といった私のキャリアです
が、いま取り組んでいる人事の仕事は、人の採用や育
成、組織風土改革などを通じて会社を変えることがで
きる、とてもやりがいのある仕事だと思っています。
（取材協力　日本人材マネジメント協会（JSHRM）

聞き手・まとめ　編集部）

たのです。ただ、弁護士に依頼するとしても、何の知
識ももたずに相談すると、実態にそぐわない解決方法
を提案されてもそれを受け入れるしかないかもしれま
せん。どうしたものかと悩んでいるときに、代表の知
人からJSHRM（日本人材マネジメント協会）を紹介
してもらいました。また、派遣業界の勉強会にも参加
するようになり、多くの方からアドバイスをいただけ
るようになりました。
　JSHRMには自主勉強会というものがあるのです
が、そこに参加して、社会保険労務士や弁護士、大企
業の人事の方などから、実務的なアドバイスをもらう
ことができました。杓子定規に法律をあてはめるので
はない、私がほんとうに聞きたいと思っていた話でし
た。また、大学教授の方からは、法の解釈や成立過程
などについて教わることもできて、個別の問題を一般
化し、より広い視野でものごとをみることができるよ
うになりました。

学問は実務を助けてくれる
　人事の仕事をやっていると、表立って話せない人間
関係などでの難題も多いですよね。正解がなくて、こ
んな問題にどう向き合えばいいのか、と思っていたの
ですが、人事関連の研究会や交流会に参加すること
で、人事には、こんなに学問的にしっかりしたものが
あって、勉強すれば、実務面でこんなに楽になるんだ、
と気づかされました。いろんな人がいろんな正解を出
してくれていて、自分がいままでぐちゃぐちゃと悩ん
でいたことがいかに低レベルなことだったかと思い知
らされました。
　学問的なアプローチがあると、自分の頭の中も整理
されますし、相手に対する説得力があがり、相手の納
得度もあがります。それまでは、実務と勉強は別もの
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